
■仲間づくりと起業の極意■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 286号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：地域訪問について 

 

最近、頻繁に地域訪問に出かけています。 

先週は、 

10/13月：栃木県鹿沼市方面、 

10/18日：神奈川県真鶴方面、 

今週は、 

10/23金、栃木県矢板市方面に行く予定です。 

 

主に、土地活用やその永続化に関するご相談を受け、現地を見たり、土地の所在を確認したり、所有者にお目に

かかるのが目的です。 

我が家から 50km圏内であれば、スーパーカブで行くんですが、それより遠方の場合には交通費のカンパをいた

だくようにしています。 

そして、可能な限り依頼者の方や、土地所有者、土地利用者と同行させていただくだけでなく、facebookなどを

活用して興味のある方、途中寄り道に誘ってくださる方を募り、できるだけ有意義な出張するよう心がけていま

す。 

 

それと、ついでの情報ですが、僕は財政破たんした夕張市の再建プランを提案したご縁で、2008 年から内閣府

の地域活性化伝道師を委嘱されていて、行政や地域団体から申請していただければ、地域を訪問してアドバイス

や講演などを行うための旅費交通費が内閣府から支給されます。 

業務報酬は、ささやかな出張手当程度なんですが、遠方を訪問する際はとても助かりますので、是非ともご利用

ください。 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/ouentai.html 



 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：仲間づくりと起業の極意 

 

「シェア法人」の説明・相談会が始まった。 

「シェア法人」とは、事業を行ったり人を雇用するためでなく、個人で事業をする人たちが連携し法人の利点や

負担をシェアする仕組みのこと。 

法人を共有するというよりは、分け合うという意味で、「シェア法人」と命名した。 

だが、「シェア法人」という言葉に惹かれてやってくる人たちは、この言葉から自由に連想したイメージをすでに

持っている。 

なので、説明会で初めにやることは、僕が考えた仕組みを正確に説明することで、自分の思い違いに気づいても

らうこと。 

その上で自分が何を求めているのかを問い直してもらい、僕はその相談を受けて立つ。 

・ 

これまで 2回の開催で、4組の参加者を迎えたが、この仕組みの導入を検討しているのは 1組だけで、残り 3組

の人たちは起業の手掛かりを求めていた。 

そもそも法人を設立することが、起業のハードルになっていて、法人を作るか否かを迷っている。 

法人を作るハードルを越えた後も、法人を維持運営する負担が待ち受けている。 

そんな人たちが思い描く「シェア法人」とは、あらかじめ準備された「シェアハウスの様な法人」らしい。 

自分で家を建てるより、シェアハウスに入居する方が簡単だ。 

・ 

ところが、ひと通り説明を終えて質問を求めると、意外な質問が帰ってきた。 

「シェアメンバーが収入（売上）を挙げられなかったり、失敗して損を被ったりするリスクや責任はどうするん

ですか？」と。 

もちろん答えは簡単で、すべては自己責任だし、収入を得られないメンバーは解雇する。 

つまり、シェアとはすべてを割り勘にすることであり、美味しい部分の良いとこ取りではない。 

そもそも、分かち合いたくない責任を法人に持ち込まないことが、完全な自立による自己責任と言えるだろう。 

シェアハウスとてそれは同じはずなのに、だとしたら、なぜそんな危惧を持つのだろう。 

すると、参加者は素直にこう答えた。 

「法人とは、失敗や責任から社員を守ってくれるものだと思っていたので、それをシェアするとどうなるのか、

気になる自分に気付きました」と。 

・ 

先ほど「分かち合いたくない責任」と言ったが、もっと分かち合いたくないのが「利益や儲け」だと僕は思う。 

だが、誰もが儲けや利益を自分で生み出せるわけではない。 

あなたの商品やサービスが誰かの利益になるから、その分け前をもらうことができたりする。 

たとえ山奥や離れ小島で、一人自給自足で生きたとしても、僕たちは地球や空気を分かち合っている。 

だとすれば、とにかく「シェア法人」に身を投じることから始めることも、社会に関わる第一歩になるかも知れ

ない。 

そのためには、「シェア法人」を前提に仲間を集め、何を分かち合うのか議論する必要がある。 

ん？、待てよ、僕が始めたこの説明相談会こそ、まさにそれをやって見せている。 

・ 



起業にとって一番大切なことは、自分の目的＝夢を実現することだ。 

20年前に会社を潰した時、僕はこのことに気が付いた。 

その時僕が願ったのは、「会社の再建」でなく「仕事の継続」だった。 

なぜなら、会社を継続するために仕事をするのでなく、仕事を継続するために会社を経営する、つまり僕の目的

は会社でなく仕事だと気が付いた。 

だとすれば、会社の再建は二の次で、仕事の再開が目的だから、顧客・社員・下請け・メーカーすべてに呼び掛

けた。 

その結果、会社は潰れたのに工事中の建物はすべて完成し、そこに仕事が生まれて新たな会社が誕生した。 

つまり、「何をすべきか」は、「何を目指すか」によって決まってくる。 

・ 

2 回の説明・相談会をやったからこそ、「シェア法人」の目的が見えてきた。 

それは、法人化という手段をあらかじめパッケージ化して提供し、事業目的の構築に専念することだ。 

目的(why)を実現するために、何をするか(how)が決まったら、それにふさわしい名前(what)を決めればいい。 

それができれば事業は始められるし、「シェア法人」はいつでもスタートできる。 

目的を語り合い、共に夢を見る仲間を集めることは、自分が実現できない時に対する唯一の備えだ。 

夢を叶えることに、本気で挑む仲間を作ることこそが「起業の極意」だと、今日、僕は確信した。 

 

http://nanoni.co.jp/20201017/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）10/19 ■◎作業日 09-19時（自宅） 

 14-15時 △HFA熊本会議（リモート） 

20-22時 ■王様の起業の始め方_4（リモート） 

（火）10/20 ■◎作業日 09-21時（自宅） 

（水）10/21 ■◎作業日 09-21時（自宅） 

（木）10/22 ■◎作業日 09-21時（自宅） 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）10/23 ●出張日 

07-21時 ●地域訪問（矢板） 

（土）10/24 ■〇作業日 09-17時（笑恵館） 



 10-12時 ▲LRL打合せ（反町） 

14-17時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

（日）10/25 ■◎休業日 

 10-14時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 10月例会（飯能） 

 14-18時 ▲LRA1次審査会（横浜） 

 18-20時 ▲麻布食事会（横浜） 

 

■その後の予定 

10/27 10-12時 HFA定例会議（渋谷・リモート） 

10/31 09-17時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

11/07 09-12時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

11/07 ★LRA最終公開審査会（横浜） 

11/12 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

11/12 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

11/12 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/13 20-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

11/14 09-17時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

11/19 13-20時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

11/23 10-14時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 10月例会（飯能） 

10/25 14-18時 ▲LRA1次審査会（横浜） 

10/25 18-20時 ▲麻布食事会（横浜） 

11/26 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 



https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


